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C 21 私も同じです 等しい分数を作っていく考
えは,一つずつ作っていくので大変です｡し
かも,作った中から同じ分付の分数を探さ/Ll
いといけないからめんどくさいです｡
C 22 ぼくも,最小公倍数を使う方がいいです｡
娘小公倍数だとすぐに分陣が同じ分数が見
つかりますc
T 分母をそろえるには最小公倍数を使えば簡
単にできるね｡じゃあ,｢娘小公倍数を使って
分母をそろえる考え｣と｢分子をそろえる考え｣
とではどちらがいい考えかな?
C ′1 分母をそろえて比べる方がいいと思いま
す｡分子をそろえる方はどれだけ大きいかは
分かりません｡
C2J 私も同じです｡どちらが大きいかは,両方
の考えとも分かるけど,分母をそろえる考え
はどれだけ大きいかも分かります｡けど,分
子をそろえる考えは,どれだけ大きいかは分
かりません｡
C2F,CNさんも分子の考えを鋭明する時,この考
えはどれだけ大きいかは分からないという欠
点があるといってました｡分母をそろえる考え
は,分母が同じなんだから,たし罪やひき第
もできるようになります｡
C 2. ほんとだ｡たし算やひき第もできるようにな
る｡
T 分子をそろえるより分母をそろえる方がいい
考えだと言うことですね｡
C はい｡
T じゃあ,｢最小公倍数を使って分母をそろえ
る考え｣と舷後の｢分数を小数にする考え｣で
はどちらがいい考えですか?
C2, 分取をそろえる方がいいです｡
T なんで?
C 27 わり第があるからめんどくさいです,
C2d わり欝をするのはめんどくさいし,割りg]れ
ない場合があります｡
C2･, 同じですD小数の考えは,どちらが大きい
かは分かるけど,どれだけ大きいかは分から
ないときがあります｡
CJO 小数の場合は割り切れないとどれだけ人き
いかは分からないし,また,分数に直すのも
めんどくさいです｡
T 小数に直す方法と,最小公倍数を使って分
母をそろえる方法では,妓′ト公倍数を使って
分母をそろえる方法の方がいい考えだと言う
ことですわ｡いろいろと方法がでたけれど.結
局一番いい考えはどの考えと言うことです
か?
C 瓜小公倍数を作って分母をそろえる考えが
一番いい考えです｡(全員)
T このみんなが一番いい考えだと言った｢分母
をそろえること｣を｢通分｣と言います0分母を
そろえる｢通分｣のよさってなんだと思う?
C . 通分すると速いし,正確で,どちらがどれ
だけ大きいかが分かります｡
T そうですね｡分母をそろえる通分は,どちら
が,どれだけ大きいかが分かるね｡
このように,通分のよさに気づいたところで木
時の授某を終えた｡
5 投薬の省棄
(I)成戊
児虫は,分母か分子･が同じになれば比べるこ
とができるという見通しをもつことで,分母または
分子を同じにするために,既習IT項を活用し
て,等しい分数を作ることができた｡そして,等し
い分敏でそろえる方法と公倍数を使ってそろえ
る方法を比較することで数理的な処理のよさに
気づくことができた｡1た,その上で,分母をそろ
えて比べる方法と分子をそろえて比べる方法を
比較することで,分母でそろえれば｢どちらが大
きい｣だけでなく,｢どれだけ大きい｣かまで分か
るという通分よさに気づくことができた.通分のよ
さに賃づくことで,次の学習の｢異分母分数のた
し諦･ひき罪｣に思考がつなげることができ,そこ
では,すんなりと,児童に通分の方法が半かれ
たことからも本実践は有効であったと考える｡
(2)凍也
他の教抑 こついても､活用力を発展的に高め
るように授某開発していきたい.
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